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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレベータの主ロープを取り替える時に用いられ、架台を介して昇降路内に設けられた
巻上機の近傍に配置される主ロープ取り替え用補助具であって、
　貫通孔が形成されたガイドと、
　前記ガイドが設けられ、ロープ出入口から前記巻上機の外に出た主ロープが前記貫通孔
を通過するように前記ガイドを配置するための支持体と、
　前記支持体を前記架台に固定するためのボルトと、
を備え、
　前記ガイドは、前記支持体が前記ボルトによって前記架台に固定されることにより、前
記巻上機より上方に配置され、
　前記支持体に、前記貫通孔の軸方向に長手を有する長孔が形成され、
　前記支持体は、前記長孔を介して前記ボルトによって前記架台に固定され、
　前記支持体を前記架台に固定する際に、前記ガイドの位置が上下方向に調整可能である
主ロープ取り替え用補助具。
【請求項２】
　前記ガイドは、
　第１凹部が形成された第１ガイド部と、
　第２凹部が形成された第２ガイド部と、
　前記第２ガイド部を前記第１ガイド部に固定するための固定手段と、
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を備え、
　前記固定手段によって前記第２ガイド部が前記第１ガイド部に固定されることにより、
前記第１凹部と前記第２凹部とによって前記貫通孔が形成される請求項１に記載の主ロー
プ取り替え用補助具。
【請求項３】
　前記支持体は、前記架台のうち前記巻上機より上方に配置された部分に前記ボルトによ
って固定され、
　前記ガイドは、前記支持体が前記ボルトによって前記架台に固定されることにより、前
記架台より上方に配置される
請求項１又は請求項２に記載の主ロープ取り替え用補助具。
【請求項４】
　前記支持体を前記架台に固定する際に、前記ボルトの軸が前記巻上機の綱車の回転軸と
平行になるように配置され、前記ガイドの位置が前記ボルトの軸を中心に回転する方向に
調整可能である請求項１から請求項３の何れか一項に記載の主ロープ取り替え用補助具。
【請求項５】
　エレベータの主ロープを取り替える時に用いられ、架台を介して昇降路内に設けられた
巻上機の近傍に配置される主ロープ取り替え用補助具であって、
　貫通孔が形成されたガイドと、
　前記ガイドが設けられ、ロープ出入口から前記巻上機の外に出た主ロープが前記貫通孔
を通過するように前記ガイドを配置するための支持体と、
　前記支持体を前記架台に固定するためのボルトと、
を備え、
　前記ガイドは、前記支持体が前記ボルトによって前記架台に固定されることにより、前
記巻上機より上方に配置され、
　前記支持体を前記架台に固定する際に、前記ボルトの軸が前記巻上機の綱車の回転軸と
平行になるように配置され、前記ガイドの位置が前記ボルトの軸を中心に回転する方向に
調整可能である
主ロープ取り替え用補助具。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、エレベータの主ロープを取り替える時に用いられる補助具に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１乃至３に、エレベータにおいて主ロープの取り替えを行うための装置及び方
法が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平３－１０６７８０号公報
【特許文献２】特開平１０－３３８４３７号公報
【特許文献３】特開２０００－１１８９０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１乃至３に記載されたエレベータでは、巻上機が機械室に設置されている。
　一方、機械室レスエレベータには、昇降路の上方に機械室が備えられていない。このた
め、巻上機は、例えば、昇降路の最下部に設置される。このようなエレベータにおいて主
ロープの取り替えを行う場合、先ず、今まで使用していた古い主ロープ（以下、「旧ロー
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プ」ともいう）の端部とこれから使用する新しい主ロープ（以下、「新ロープ」ともいう
）の端部を結束する。その後、旧ロープを巻き取りながら新ロープを送り出す。旧ロープ
の巻き取りが終わると旧ロープを新ロープから切り離し、新ロープによってかご及びつり
合いおもりを吊り下げる。
【０００５】
　従来では、主ロープの取り替えを行う際に、撓んだ主ロープが、かごに設けられた機器
及び昇降路内に設置された機器に接触することがあった。また、巻上機が昇降路の最下部
に設置される場合、巻上機は、内部に異物が進入することを防止するため、主ロープの出
入口のみ開口していることが多い。このような巻上機が昇降路内に備えられている場合は
、主ロープを取り替える際に巻上機の内部にある主ロープの位置を巻上機の外から直すこ
とができない。主ロープを取り替える際に主ロープを綱車の溝に沿って円滑に通過させな
いと、主ロープが巻上機の内部で詰まったり、主ロープ同士が巻上機の内部で接触したり
することがあった。
【０００６】
　この発明は、上述のような課題を解決するためになされたものである。この発明の目的
は、主ロープの取り替えを行う際にその作業を円滑に行うことができる主ロープ取り替え
用補助具を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明に係る主ロープ取り替え用補助具は、エレベータの主ロープを取り替える時に
用いられ、架台を介して昇降路内に設けられた巻上機の近傍に配置される主ロープ取り替
え用補助具であって、貫通孔が形成されたガイドと、ガイドが設けられ、ロープ出入口か
ら巻上機の外に出た主ロープが貫通孔を通過するようにガイドを配置するための支持体と
、支持体を架台に固定するためのボルトと、を備える。ガイドは、支持体がボルトによっ
て架台に固定されることにより、巻上機より上方に配置される。支持体に、貫通孔の軸方
向に長手を有する長孔が形成される。支持体は、長孔を介してボルトによって架台に固定
される。支持体を架台に固定する際に、ガイドの位置が上下方向に調整可能である。
　また、この発明に係る主ロープ取り替え用補助具は、エレベータの主ロープを取り替え
る時に用いられ、架台を介して昇降路内に設けられた巻上機の近傍に配置される主ロープ
取り替え用補助具であって、貫通孔が形成されたガイドと、ガイドが設けられ、ロープ出
入口から巻上機の外に出た主ロープが貫通孔を通過するようにガイドを配置するための支
持体と、支持体を架台に固定するためのボルトと、を備える。ガイドは、支持体がボルト
によって架台に固定されることにより、巻上機より上方に配置される。支持体を架台に固
定する際に、ボルトの軸が巻上機の綱車の回転軸と平行になるように配置され、ガイドの
位置がボルトの軸を中心に回転する方向に調整可能である。

【発明の効果】
【０００９】
　この発明に係る補助具を使用することにより、エレベータの主ロープの取り替えを行う
際にその作業を円滑に行うことができる。

【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】エレベータ装置の全体構成を示す図である。
【図２】この発明の実施の形態１における主ロープ取り替え用補助具の取り付け状態を示
す図である。
【図３】図２に示す主ロープ取り替え用補助具の正面図である。
【図４】図２に示す主ロープ取り替え用補助具の側面図である。
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【図５】図２に示す主ロープ取り替え用補助具の平面図である。
【図６】この発明の実施の形態１における主ロープ取り替え用補助具の取り付け状態を示
す図である。
【図７】図６に示す主ロープ取り替え用補助具の側面図である。
【図８】図６に示す主ロープ取り替え用補助具の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　添付の図面を参照して、本発明を詳細に説明する。各図では、同一又は相当する部分に
、同一の符号を付している。重複する説明は、適宜簡略化或いは省略する。
【００１２】
実施の形態１．
　図１は、エレベータ装置の全体構成を示す図である。図１は、機械室レスエレベータの
構成を一例として示している。即ち、図１に示すエレベータ装置には、昇降路１の上方に
機械室が備えられていない。
【００１３】
　エレベータのかご２とつり合いおもり３とは、主ロープ４によって昇降路１内に吊り下
げられる。主ロープ４は、かご２とつり合いおもり３とを懸架する手段の一例である。
【００１４】
　図１は、２：１ローピングによってかご２を昇降路１内に吊り下げる場合を一例として
示している。主ロープ４は、一端部がバネ５を介して端末固定部６に固定される。端末固
定部６は、昇降路１の頂部に設けられる。主ロープ４は、端末固定部６から下方に延び、
かご２の側方を通って返し車７に巻き掛けられる。返し車７は、かご２の下部に設けられ
る。主ロープ４は、一方の返し車７に巻き掛けられることによって鉛直方向から水平方向
に方向転換され、その後、他方の返し車７に巻き掛けられることによって更に鉛直方向に
方向転換される。
【００１５】
　主ロープ４は、返し車７から上方に延び、かご２の側方を通って返し車８に巻き掛けら
れる。返し車８は、昇降路１の頂部に設けられる。主ロープ４は、一方の返し車８に巻き
掛けられることによって鉛直方向から水平方向に方向転換され、その後、他方の返し車８
に巻き掛けられることによって更に鉛直方向に方向転換される。
【００１６】
　主ロープ４は、返し車８から下方に延び、巻上機９の綱車１０に巻き掛けられる。巻上
機９は、架台１１を介して昇降路１の最下部に設置される。巻上機９は、綱車１０の他に
筐体１２を備える。筐体１２は、巻上機９の外形を形成する。筐体１２の上面に、主ロー
プ４が通過するための開口（ロープ出入口）が形成される。綱車１０は、筐体１２の内部
に配置される。返し車８からの主ロープ４は、筐体１２に形成されたロープ出入口を通過
して、綱車１０に巻き掛けられる。
【００１７】
　主ロープ４は、綱車１０に巻き掛けられることによって１８０°方向転換される。主ロ
ープ４は、綱車１０から上方に延び、筐体１２に形成された他のロープ出入口を通過して
返し車１３に巻き掛けられる。返し車１３は、昇降路１の頂部に設けられる。主ロープ４
は、返し車１３に巻き掛けられることによって１８０°方向転換される。主ロープ４は、
返し車１３から下方に延び、吊り車１４に巻き掛けられる。吊り車１４は、つり合いおも
り３の上部に設けられる。主ロープ４は、吊り車１４に巻き掛けられることによって１８
０°方向転換される。
【００１８】
　主ロープ４は、吊り車１４から上方に延びる。そして、主ロープ４は、他端部がバネ１
５を介して端末固定部１６に固定される。端末固定部１６は、昇降路１の頂部に設けられ
る。
【００１９】
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　次に、主ロープ４の取り替えを行う時に用いられる補助具について説明する。
　図２は、この発明の実施の形態１における主ロープ取り替え用補助具の取り付け状態を
示す図である。図３は、図２に示す主ロープ取り替え用補助具の正面図である。図４は、
図２に示す主ロープ取り替え用補助具の側面図である。図５は、図２に示す主ロープ取り
替え用補助具の平面図である。図３乃至図５は、巻上機９のロープ出入口近傍に配置され
る補助具（ロープガイド組み立て１７）を示している。
【００２０】
　ロープガイド組み立て１７は、ガイド１８と支持アーム１９とを備える。
　ガイド１８に、貫通孔２０が形成される。貫通孔２０は、主ロープ４の取り替え時に、
今まで使用していた古い主ロープ４とこれから使用する新しい主ロープ４とが通過する孔
である。図５は、ガイド１８に４つの貫通孔２０が形成されている場合を一例として示し
ている。貫通孔２０の数は、取り替える主ロープ４の本数に合わせて適宜設定される。
【００２１】
　ガイド１８は、例えば、第１ガイド部２１、第２ガイド部２２、ボルト２３を備える。
　第１ガイド部２１及び第２ガイド部２２は、それぞれブロック状を呈する。第１ガイド
部２１に、断面が半円形状の凹部２４が形成される。凹部２４は、貫通孔２０を形成する
ための溝である。このため、本実施の形態における第１ガイド部２１には、同じ面に、４
本の凹部２４が平行に形成される。
【００２２】
　第２ガイド部２２に、断面が半円形状の凹部２５が形成される。凹部２５は、凹部２４
と共に貫通孔２０を形成するための溝である。このため、本実施の形態における第２ガイ
ド部２２には、同じ面に、４本の凹部２５が平行に形成される。
【００２３】
　ボルト２３は、第２ガイド部２２を第１ガイド部２１に固定するための締結具である。
第２ガイド部２２を第１ガイド部２１に固定するために、ボルト以外の締結具を用いても
良い。また、締結具以外の手段を用いて第２ガイド部２２を第１ガイド部２１に固定して
も良い。第１ガイド部２１及び第２ガイド部２２は、凹部２４が形成された面と凹部２５
が形成された面とが対向するように配置され、ボルト２３によって固定される。ボルト２
３によって第２ガイド部２２が第１ガイド部２１に固定されることにより、凹部２４と凹
部２５とによって貫通孔２０が形成される。ボルト２３を外せば、第２ガイド部２２を第
１ガイド部２１から取り外すことができる。
【００２４】
　支持アーム１９は、ガイド１８を巻上機９のロープ出入口に対して適切な位置に配置す
るための支持体を構成する。ガイド１８は、支持アーム１９に設けられる。本実施の形態
では、ガイド１８の第１ガイド部２１が支持アーム１９の一端部に設けられる場合を一例
として示している。
【００２５】
　支持アーム１９は、例えば、断面がコ字状の棒状部材からなる。支持アーム１９に、長
孔２６が形成される。長孔２６は、貫通孔２０の軸方向に長手を有する。支持アーム１９
に、複数の長孔２６が形成される。これらの長孔２６は、貫通孔２０の軸方向に沿って一
直線状に配置される。
【００２６】
　長孔２６は、固定用及び位置調整用の孔である。支持アーム１９は、長孔２６を介して
昇降路１の固定体に固定される。本実施の形態では、支持アーム１９が巻上機９用の架台
１１にボルト２７によって固定される場合を一例として示している。ボルト２７によって
支持アーム１９が架台１１に固定されることにより、貫通孔２０が巻上機９の上方に配置
され且つその軸方向が上下を向くように、ガイド１８が配置される。主ロープ４の取り替
えを行う時は、図２に示すように、ロープ出入口から巻上機９の外に出た主ロープ４が貫
通孔２０を通過するように、ガイド１８が配置される。
【００２７】
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　ガイド１８の位置は、ボルト２７を緩めて支持アーム１９を動かし、その後にボルト２
７を再度締め付けることによって容易に調整できる。ガイド１８は、上下方向及びボルト
２７の軸を中心として回転する方向に動かすことができる。本実施の形態では、ボルト２
７によって支持アーム１９を架台１１に固定した際にボルト２７の軸が綱車１０の回転軸
と平行になるように、架台１１にネジ孔が形成されている。
【００２８】
　また、図６は、この発明の実施の形態１における主ロープ取り替え用補助具の取り付け
状態を示す図である。図７は、図６に示す主ロープ取り替え用補助具の側面図である。図
８は、図６に示す主ロープ取り替え用補助具の平面図である。図７及び図８は、かご２に
設置される補助具（ロープガイド組み立て２８）を示している。
【００２９】
　ロープガイド組み立て２８は、ガイド２９とガイド架台３０とを備える。
　ガイド２９に、貫通孔３１が形成される。貫通孔３１は、主ロープ４の取り替え時に、
今まで使用していた古い主ロープ４とこれから使用する新しい主ロープ４とが通過する孔
である。図８は、ガイド２９に４つの貫通孔３１が形成されている場合を一例として示し
ている。貫通孔３１の数は、取り替える主ロープ４の本数に合わせて適宜設定される。
【００３０】
　ガイド２９は、例えば、第１ガイド部３２、第２ガイド部３３、ボルト３４、ガイド固
定部３５を備える。
　第１ガイド部３２及び第２ガイド部３３は、それぞれブロック状を呈する。第１ガイド
部３２に、断面が半円形状の凹部３６が形成される。凹部３６は、貫通孔３１を形成する
ための溝である。このため、本実施の形態における第１ガイド部３２には、同じ面に、４
本の凹部３６が平行に形成される。
【００３１】
　第２ガイド部３３に、断面が半円形状の凹部３７が形成される。凹部３７は、凹部３６
と共に貫通孔３１を形成するための溝である。このため、本実施の形態における第２ガイ
ド部３３には、同じ面に、４本の凹部３７が平行に形成される。
【００３２】
　ボルト３４は、第２ガイド部３３を第１ガイド部３２に固定するための締結具である。
第２ガイド部３３を第１ガイド部３２に固定するために、ボルト以外の締結具を用いても
良い。また、締結具以外の手段を用いて第２ガイド部３３を第１ガイド部３２に固定して
も良い。第１ガイド部３２及び第２ガイド部３３は、凹部３６が形成された面と凹部３７
が形成された面とが対向するように配置され、ボルト３４によって固定される。ボルト３
４によって第２ガイド部３３が第１ガイド部３２に固定されることにより、凹部３６と凹
部３７とによって貫通孔３１が形成される。ボルト３４を外せば、第２ガイド部３３を第
１ガイド部３２から取り外すことができる。
【００３３】
　ガイド固定部３５は、第１ガイド部３２をガイド架台３０に固定するためのものである
。ガイド固定部３５は、例えば、Ｌ字の板状部材からなる。第１ガイド部３２は、ガイド
固定部３５に固定される。
【００３４】
　ガイド架台３０は、ガイド２９をかご２に対して適切な位置に配置するための支持体を
構成する。ガイド２９は、ガイド架台３０に設けられる。本実施の形態では、ガイド２９
のガイド固定部３５がボルト３８及びナット３９によってガイド架台３０の上面に設けら
れる場合を一例として示している。
【００３５】
　ガイド架台３０は、ボルト等を用いてかご２に固定される。本実施の形態では、かご２
の上部に手摺装置４０が備えられている場合を一例として示している。かかる場合、ガイ
ド架台３０は、手摺装置４０の桟４１に設けられる。ガイド架台３０は、例えば、断面が
Ｅ字状を呈する部材からなる。ガイド架台３０は、下側の２枚の板状部材とボルト４２及
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びカラー４３とを用いて、桟４１に取り付けられる。なお、ガイド架台３０のかご２への
取り付け方法は、上記に限定されない。
【００３６】
　ボルト４２等を用いてガイド架台３０が手摺装置４０に固定されることにより、貫通孔
３１がかご２の側方に配置され且つその軸方向が上下を向くように、ガイド２９が配置さ
れる。主ロープ４の取り替えを行う時は、図６に示すように、かご２の側方を通過する主
ロープ４が貫通孔３１を通過するように、ガイド２９が配置される。例えば、主ロープ４
のうち、返し車７から返し車８に至る部分の一部が貫通孔３１を通過する。
【００３７】
　次に、一対のロープガイド組み立て１７と１つのロープガイド組み立て２８とを用いて
主ロープ４の取り替えを行う手順について説明する。
【００３８】
　主ロープ４の取り替えを行う場合、先ず、ロープガイド組み立て１７を架台１１に固定
する。具体的には、ボルト２７を架台１１から取り外して支持アーム１９を架台１１の側
面に当て、ボルト２７を長孔２６を通過させてから架台１１に締め付ける。ボルト２７は
、他の用途で使用されているボルトによって代用しても良い。
【００３９】
　次に、第２ガイド部２２を第１ガイド部２１から取り外し、主ロープ４を第１ガイド部
２１の凹部２４に沿って配置する。その後、凹部２４及び２５によって形成される貫通孔
２０を主ロープ４が通過するように、第２ガイド部２２をボルト２３によって第１ガイド
部２１に固定する。この時、主ロープ４が緩むことなく送り出しの動作に合わせて綱車１
０の溝に納まるように、ガイド１８の位置を調整する。
【００４０】
　巻上機９には、一対のロープ出入口が形成されている。ロープ出入口のそれぞれに対し
てロープガイド組み立て１７を取り付ける。
【００４１】
　また、ロープガイド組み立て２８をかご２に固定する。具体的には、ボルト４２等を用
いてガイド架台３０を手摺装置４０の桟４１に固定する。
【００４２】
　次に、第２ガイド部３３を第１ガイド部３２から取り外し、主ロープ４を第１ガイド部
３２の凹部３６に沿って配置する。その後、凹部３６及び３７によって形成される貫通孔
３１を主ロープ４が通過するように、第２ガイド部３３をボルト３４によって第１ガイド
部３２に固定する。この時、主ロープ４が緩むことなく送り出しの動作に合わせて返し車
７の溝に納まるように、ガイド２９の位置を調整する。また、かご２の側方に配置された
主ロープ４とかご２の機器及び昇降路１内の機器との間に十分な間隙が形成されるように
、ガイド２９の位置を調整する。
【００４３】
　ロープガイド組み立て１７及び２８の取り付けが完了すると、主ロープ４（旧ロープ）
の他端部を端末固定部１６から取り外し、旧ロープの他端部に新ロープの端部を結束する
。また、旧ロープの一端部を端末固定部６から取り外す。そして、旧ロープを一端部側か
ら乗場に導き、乗場において旧ロープを巻き取ると同時に新ロープを送り出す。これによ
り、新ロープは、吊り車１４、返し車１３、ロープガイド組み立て１７、綱車１０、ロー
プガイド組み立て１７、返し車８、ロープガイド組み立て２８、返し車７を順次通過する
ように移動する。
【００４４】
　十分な長さの新ロープが返し車７を通過すると、新ロープを旧ロープから切り離す。そ
の後、新ロープの一端部をバネ５を介して端末固定部６に取り付ける。また、新ロープの
他端部をバネ１５を介して端末固定部１６に取り付ける。新ロープの端部の取り付けが完
了すると、ロープガイド組み立て１７を架台１１から取り外す。また、ロープガイド組み
立て２８をかご２から取り外す。
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　上記構成を有する補助具を用いることにより、適度な張力を主ロープ４に掛けた状態で
主ロープ４の取り替えを行うことができる。このため、主ロープ４の取り替え時にその作
業を円滑に行うことができる。主ロープ４が巻上機９の内部で詰まったり、主ロープ４同
士が巻上機９の内部で接触したりすることを防止できる。また、主ロープ４がかご２に設
けられた機器或いは昇降路１内に設けられた機器に接触することを防止できる。
【００４６】
　本実施の形態では、一対のロープガイド組み立て１７と１つのロープガイド組み立て２
８とを用いて主ロープ４の取り替えを行う手順について説明した。これは一例を示すもの
である。１つのロープガイド組み立て１７のみ或いはロープガイド組み立て２８のみを使
用しても、一定の効果は期待できる。しかし、出願人が行った検証では、一対のロープガ
イド組み立て１７と１つのロープガイド組み立て２８とを用いることにより、大幅な作業
効率の改善が実現できた。このため、主ロープ４の取り替えを行う場合は、上記３つのロ
ープガイド組み立てを用いることが好ましい。
【００４７】
　また、本実施の形態では、効果が最も期待できる機械室レスエレベータにおいて本補助
具を用いる場合について説明した。しかし、これは一例を示すものである。巻上機９は、
昇降路１内の他の位置に配置されていても良い。また、巻上機９は、機械室に設置されて
いても良い。かかる場合であっても、本補助具を用いて主ロープ４の取り替えを行うこと
により、一定の効果は期待できる。
【符号の説明】
【００４８】
　１　昇降路
　２　かご
　３　つり合いおもり
　４　主ロープ
　５、１５　バネ
　６、１６　端末固定部
　７、８、１３　返し車
　９　巻上機
　１０　綱車
　１１　架台
　１２　筐体
　１４　吊り車
　１７、２８　ロープガイド組み立て
　１８、２９　ガイド
　１９　支持アーム
　２０、３１　貫通孔
　２１、３２　第１ガイド部
　２２、３３　第２ガイド部
　２３、２７、３４、３８、４２　ボルト
　２４、２５、３６、３７　凹部
　２６　長孔
　３０　ガイド架台
　３５　ガイド固定部
　３９　ナット
　４０　手摺装置
　４１　桟
　４３　カラー
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